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ブールデルの　弓をひくヘラクレス　と
二点のデッサン
穴沢一夫
この解説作成のためパリ，ブールデル美術館の　淵の切りたった断崖を探るようにみえた。これ
ローディア・デュフェーブールデル夫人に根本　　らすべてが，この猛鳥を一・つのまったき例外的
資料の送付を頼んだが，現在未着なので，手許　　な存在たらしめていた。………
の資料で責を果すことにする。もっとも詳細な　　まだまったく幼いお前を捕えた人々は，お前を
資料はIonel　Jianou，　Michel　Dufet：BOUR・　永遠に閉じ込めえたと思った。しかし私は，お
DEjLLE，1965．　Paris，　Artedで，ブールデル　前がお前の脚をつなぎとめている呪うべき綱を
作品総カタロクを日指したものであるが，Jia・　怒りに燃えて噛み裂くのを見た！　古くなった
nouの編集した同じ彫刻家シリーズの他のモノ　鎖と石が振り落され，お前の凄ぽじい飛翔によ
グラフィー同様，不完全な個処があり，全面的　　って，すべての占びた屋根先が壊れ落ちた時，
に信頼することは不・∫能である。他にブーノレデ　お前は飛びたって人空にむかった。私には眩む
ル美術館，ブールデル友の会による写真集　ばかりのショックによってそれが判った。お前
BO　URI）E’LLE，　Texte　de　Pierre　Descargues，　の闘いへの熱望に全身ひきつけられながら，幼
Biographie　de　M．　Dufet，1954．があるが，　　くてまだよく理解できなかったとはいえ，私の
作品の制作年代はJianouのものと一致しない　心は締めつけられ，そして私はお前のために祈
場合がある。1968年lkl、71西洋美141∫館，京都国、［，：　った………。
博物館で行なわれた「ブーノレデル展」カタログ　お前は飛びあがり，そして一・瞬たちどまった。
の資料は，ブールデル美術館のMichel　Dufet　そしてお前はk昇し，お前の魂の忠告をまった。
夫妻から提供されたが，筆者のパリでの所見で　魂は，お前の肉体を，その運命へと投げこんだ！
は，ブールデル未亡人の各作品別ファイル1こよ　そしてお前は風を呼びながら，お前の上昇の極
ってなされたと考えられるので，もっとも信頼　　点にむかう軌跡を描いた。お前の念頭にあるも
のおけるものと思われ，ここでもそれによった。　のはただ飛翔のみであり，お前の霊は星の中に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在った。そしてお前は飛びかけって，その霊と
　　　　　t・・弓をひくヘラクレス》　　　　　　合体した。………
「まだ私がほんの子供だった時，私は神々のく　私の心はお前にむかって叫んだ！　そして私の
だした雷鳴から生まれたようにみえる一羽の猛　心の中に，私の眼以外のもう一・つの別な眼が生
鳥を，その傍近くで観察したことがあった。轡　　まれた。」Antoine　Bourdelle：Ecrits　sur　lうαrt
曲した部分のきわめて少ない彼の肉体は鋭角と　et　sωr　la　vie，　pr6setLttis　pαr　Oaston　Varenne，
ll畳i二角で形づくられ，彼の飛躍をさまたげるであ　1955，　Librairie　Plon，　Paris，　eeLa　croissance
ろう優雅な輪廓といったものはなにひとつ見あ　et　Pessor．”
たらなかった。その姿は，めくるめく精神によ　　乱弓をひくヘラクレス　（図1）は1909年に制作
って形成されたように角ばって鋭くそして尖っ　　され，1910年のサロン・デ・ソシエテ・ナシオ
ていた。彼の鋭いまなざしは，発作的に，狭苫　ナル・デ・ボーザールに出品されて，彼の作家
しい，みにくい仕切りに向けられ，まるで深い　　としての声価を決定した作品である。内に溢れ
oδ
鳥なのであり，そこにはまたモントオバンの幼
年時代の狩の想い川がIfi：なっている。そして弓
をひくヘラクレス自体，彼が慕ってやまなかっ
たこの空のE者の姿なのだ。　「お前こそ私の内
面の師であった。お前の、ヒち返った広大な台地
の［：で，私はお前の努力を想った。私はお前の
（捕われの）日マの重なりを見た。そして私は
お前の力が増大していきお前の翼をはばたかせ
るのを見た。私はお前がお前の運命の必然をゆ
っくりとうちたてていくのを見た。私はお前が
みずからの声に耳かたむけるのを兄た……」A．
Bourdelle，θア．　cit・，　P・71・このようにして
りをひくヘラクレスこそ，ブールデル自身の
似すがたなのである。ちょうどLY．一える人＼、がロ
9ンの自1画像であるのと同じように。ヘラクレ
スを制作した時，ブールデルはすでに49歳にな
．，ていた。不死の神と死すべき人間の間に生ま
れた・卜神ヘラクレスの生涯は悲劇的な，苦業
にみちた忍耐の連続だった。ここでひとこと
philhellCtneギリシア愛好家ブールデルについ
1・弓をひくヘラクレス（第1鋳造）　　　　　　　　　て触れておきたい。芸術家として，とくにロダ
るエネルギーをみなぎらせ，瞬間のポーズをと　ンの影響からも彼がギリシアを愛していたこと
らえた緊密な構成によ．，て，静と動の見事な綜　　は当然であったが，とくに最初彼の弟子であっ
合と均衡を実現したこの傑作は，そのil題を，　　たクレオハトラ・セヴァストス夫人がアテネ出
ギリシア神話の英雄ヘラクレスの12の功業の・　身の彫刻家であったことと，さらに象徴派の詩
つ，ステユンファロス湖の怪鳥退治から借りて　人で，彼と親交のあったAndr6　Suardsの存
いる。もちろんi三題自体は造形のためのlI実に　在をあげなくてはならない。残されたシュアレ
過ぎないが，しかしここには，最初に引川した　　スとの，1｝簡集Andr6　Surさs　et　Antoine　Bour・
ブールデルの少年時代の強烈な想い川がまつわ　　delle：COR、1｛　ES1）ON・0！fNCE，　prtisenttie　Pαr
っていることも見逃せない。ヘラクレスの剛づ　．．Ilichel　1）ufet，1961，　Librairie　Plon，　Paris・
が狙っているもの，それはあの終生彼から離れ　　によれば，ブールデルはシュアレスにくわが悲
ることのなか・，た捕われのて鷲〉，そしてあるU　劇的な笑いT－〉，〈悲劇詩人〉などと呼びかけ，
無限の大空にかけのぽって姿を消した，あの猛　　シュアレスはまたブールデルをく親愛なるエウ
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リビデス〉，ブールデノレ夫人をく親愛なるアテネ
人〉と呼んでいて，彼の手紙の最後はギリシア
語のあいさつで終ることが多かった。ブールデ
ルの彫刻にギリシアの主題が多く，またそれら
の多くにギリシア語の献辞がみられるのはその
ためである。二人の間に交されたll；：簡の中には
しばしばアリストファネス，ソフォクレス，ア
スクレビオス，エウリビデスなどへの言及が見
られ，＜親愛なるエウリヒデスの称り’も，ブー
ルデルの芸術が人問の魂を救うギリシア悲劇の
〈カタルシス〉の力をもつことから来ている。じ
っさい常に多弁なこの世紀末の詩人は，ブール
デルにその絶望と孤独の奇怪な呼びかけを行な　　　　1
った。そして彼に対して慰めをケえていたのは
ブールデルではなかったか。ブーノレデルの厳し
く美しい簡潔な文章は，彼が常に手仕肇の一Eに
、7：つ確固たる信念を持ちつつけたことを小して　　　　蹴｛驚競i：T：κ潤櫨研鼻．帽鵠窪
いる。しかし彼の頑強な肉体は，そのあまりに　2・アスクレビオス
も休むことのない努力と制作によって蝕まれて　代、が立っていた（現在はない）が，その時雪の
いった。エウリピデスの．・狂えるヘラクレス’　　中の彫刻に未亡人は「おお可愛そうに！　寒い
は英雄の悲劇的な死を描いているが，晩年のブ　　でしょう！」と声をかけずにはいられなかった
一 ルデルは，その病いとの戦いのうちに人間の　　というのである。夫の作品は強いからそんなご
肉体と魂の救い手であるギリシアの医神アスク　　とはない，と未亡人はつけ加えた。この舌はブ
レビオスに想いをひそめ，死の数［1前，彼はア　ールデルとロダンの芸術の根本的な性格の違い
スクレビオスを自己の姿で表わしたのだった　　を示すものとして面白い。ロダンは青銅や大理
（図2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　イー1に生命を吹き込む神のような技術をもってい
この野心作がブールデル芸術の本質的持質であ　　た。しかし長い間偉大なロダンの畠で落穂ひろ
るモニュメンタルな力強さをもっともよく示し　いをしたブールデルは，その秘伝の麦の穂から，
ていることは異論がないであろう。1967年にパ　彼じしんの美しい花をひらかせたのだ。たんな
りを訪れた際，私はブールデル未亡人から次の　るく生命の断片〉をこえた，厳しい構成による明
ような興味ぶかいエピソードを聞いたことがあ　快な綜合にむかって，彼は師の強い影響を脱し
る。ずっと以前の冬，未亡人がハッシイの通り　て，自己の道を進んでいった。この場合，ロダ
を車でとおった時，道の傍にロダンのく，青銅時　　ンが常に敗北したもの，うちひしがれた者，弱
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い，そして罪に堕ちゆく人間をとりヒげた（例　　歩にかかわらず，本質的にはこの二つの作品は
えば　青銅時代　は最初〈うちひしがれた者〉　　多くの共通点をもった，いわば兄弟と見ること
の名で呼ばれ，モデルは普仏戦争の病兵だった　もできる（図3）。しかし怒号する戦士が，その
し，　国の護り　が／うちひしがれた祖国㌧であ　開かれた1にはっきりと視覚化されているよう
り，その他，、地獄の門に組み入れられた群像　　に全身から凄まじいエネルギーを外にむかって
は枚挙にいとまがない）のに対し，プールデル
命を，タベには死んでいく花のように美しくは
かないもの　かつて美しかりしオーミエーノし
として，あの　フギット・アモール（逃れゆく
愛）　のように，美のすがたを，人間の手のと
どかない絶対の理想として絶望的にとらえる。
ブールデルはしかし生命を／永遠の相のドに．ン
とらえようとした，ハリ生まれの都会人である
ロダンの世紀末的な，耽美主義にたいして，フ
ランス西南部の川舎に生まれたプーノレデルは，
しかし一途に情熱的な英雄i三義の旗をうち振っ
たのではない，ブーノレデルの繊細な美しい文章
は，彼の感じ易い魂が，ラング・ドックの情熱
のかげに修道僧のような厳しいストイックな自
律と自戒の生涯を通じて，束のまの，溜息にも
似た歎きをうたいヒげっづけたことを教えてく　3・モントオバンの戦士・大
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　発散させているのに，ヘラクレスのたくましい
1900年の“アホロン・によって，ブールデルは　手は剛弓をしっかりと握り締め，彼の全エネル
ロダンを離れ，自己の途を歩きはじめた。ディ　ギーはいわば求心的に集中されている。じっさ
オニュソス的なものからアホロン的なものへ。　い，ヘラクレスの習作デッサンの中には，その
しかし「最高の法則，それは飛躍である」と＃　　L半身がモントオパンのこの戦士に弓を引かせ
きつけた若いブーノレデルのほとばしる情熱は，　　ているような，、7二ったままのポーズのものも見
その後も絶えることなく溢れっづけた。　　　　出せる（図4），制作Lのモデルになったのはド
いまこの作品をアポロン以前の彼の代表作の一一　ワイアン・ハiJゴーDoyen－Parigaud　という
つ，《モントオバン記念碑　の群像のうち，、モ　筋骨たくましい美青年で，この騎兵大尉はのち
ントオパンの戦士，大（1898－1900）とくら第一次大戦中，ヴェルダンで戦死している。彼
べてみると，その間の造形的表現上の格段の進　　は箒の柄を支えにしてこの難しいポーズをとり，
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遜　　匠　　一．？c　　　・　　　　　‘　　　　　　　　，　ゾ、　　　　　　◎
　　　　　　　　套　一猿
ロ　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しニ　
声　　　　　　　　　　　．一一　　　．r　　　　　　　∠
iL　嬬瓢　　｛ミ汽へ　r　　　　　　の・tw－・’　t‘
4・ヘラクレスのための習作デッサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躯璽　　　　　　　　tt　9’
辮諺膿繍輪奮；甥ll灘t　　豪墜騎
なったという・習作の頭部はまだじっさV・のモ　　　欝叡捕
デルに近いが（図5），完成作晶は半神のモニュ　　　　　　　　蹴・一
マンにふさわしい表現に様式化され，たかめら　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξれた。彼が力強く両足を踏まえている岩は，全
体の構成の屯要な要素となっていて，その粗野　　　　．，　；r
な岩肌の力強さは故郷モントオバンの風雨が刻　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レみヤみEげたものであり，肉体の激しい肉付けに呼　　　　　　　髄　　　　　　’
応するものだが，この時期のいくつかの作品に　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド川いられている。たとえば’・【1洋’（1907），雲㌔ 　　　　　 tt　s’：　9、
（Jianou：1907，Descargues：1905），・うずくまる　　　　　　　｝tW　’
浴女，大”v（1908－1909），・、牝豚　（1909），とくに　　　　　　　　聯
d，んご，大’｝（1907），！・バッカント’＼（1909）（図　6．バッヵント
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6）など．なお，この作晶と平行して制作された
やはり12の功業の・つ／ケリュネイアの牝鹿の
捕獲をi三題にしたヘラクレスと牝鹿（1910）
では牝鹿が岩に代って，彼の脚を支える構成に
なっている（図7）r　弓をひくヘラクレスには
第1鋳造，第2鋳造があり，その相違は第2鋳
造の岩肌の部分に，次のいくつかが加えられた
　　　　　　　　繊鰯
　　　　畿・
　　　　　　　　　　　8．弓をひくヘラクレス（第2鋳造）
　　　　　。、　　　’　　　　　　　　鋳造は8点あり，’［1館購入のものは第1鋳造の
勝　　　利
7・ヘラクレスと牝鹿　　　　　　　　　　　　　　開をすすめられた時，ブールデルはこういった
ことにある（図8）。両脚のドにHerakles　tue　という。「私は今、勝利・を彫刻しているところ
les　oiseaux　du　Stymphale　1909，岩の右ド方の　だ。それを終えたら私は出発しよう。《勝利〉’を
矩形凹面にAntoine　Bourdelle　1909，そのドに　仕一Eげること，これが私なりの戦い方なのだ。」
モノグラムZ21Kほかに小浮彫2点と台座ド方周　1917年に制作されたこの素晴しいデッサンは
囲に細い溝がある。第2鋳造は鍍金されている　（図9），1912年ブールデルが委嘱された，アル
　　　　　　　　　　　　　　バテfナが，ブーノレデノしは、アポロンの古色の成功によ　ゼンチン共和国の自山と独、ワニの父アルヴェアル
ってこれを試みたものと思われ，口本では一一点　将軍を記念する大群像のうち，騎馬の将軍の台
がヤナセ産業株式会社に所蔵され，銀座シ。一　座の四隅で，将軍の優れた資質と偉業を象徴す
ルー∠、に陳列されている，第2鋳造は10点，第1　る」勝利　・自山　1力’1雄弁の四つの巨像の
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　　　　　　　　　　一　　　　　　　最終的な群像と平行して制作された「アルヴェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アル将軍記念碑’1群像の，高さ122cmの／・雄弁，
｝　y占　　　　　　　　　　　　　　中　（西美カタログJianou－Dufet：1923，　Des・
　・　ttt　　　　　　　　　　　　　　　cargues：1914－1917）では，最終像と異って髭
　　S　　　eq　　　　　　　　　　　をもっており，この像が，1927年のデモステネ
、拶ぞ下’　　灘蕨孫欝㌔碧聰窪1蹴
ζ　　　　　　　　　　　　　　　　　られる。・自由像は，ブールデルが以前からヴ
　ヴづtttイ　　　　　　　　　　　　　ァカンスを過したサン・タントナンで，大戦初
肖　me’．’　　　　　　　　　　　　期，彼がその健康な力強さを賞言賛したアメリア
　茅叩・，　　　　　　　　　　　　・ヴィアラールAm61ia　Vialarsという娘をモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デルにして制作されたもので，哨由》，《勝利》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に共通する長い編髪は，じっさいその娘が髪の
　　　　　＿　’　野　　　　　　　　　手入れのため，夜寝る時に編んでいたことに着
姦　　，耀、・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1晦　　一一
ある・この群像のもつ厳しさは，戦うフランス　　　’　漣F鋤一一
一　　　　　　　　　　躍仏戦争の防衛を記念する彼の初期の大作，モン　　　　　　　　雪　　　一デ蓄　　一一蓑＃
アル将軍記念碑》の控えUで静穏な様式，単純
像のうち，・JJ》の頭部には（（アポロン》（1900）　ジ画・　　参　　　㌔　　野ξ　一∫　　槽
酬いられ・雌弁・畷糊・は・弓をひくへ譜㌧迂蓄垂　蕩∵一
ラクレス〉）（1909）の頭部と酷似する。もっとも，10．勝利の習作
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想を得たものである一フ・一一一　］LデILのデッサン，　　ている点で，四つの群像のうち，　力，、自巾》
水彩の中には，例えば　ラ・ロシュ・ホゼーの　は唇を固く閉じ，勝利　ではやや開いた唇が，
若い娘（1926）に見るように，フロンズ作品が　　雄弁では大きく開かれているのは当然であろ
習作をその細部まで忠実に再現して）・るのが見　　う。中型の勝利（西美カタログ：1922，lianou一
られるが，この　勝利　のデッサンも，高さ90　Dufet：1921）は全体の印象がいっそう動きに
cmの　勝利　習作（Jianou－Dueft：1918，　Des－　1盆れ，額の周りの髪の表現や，両肩の編髪の構
cargues：19141920）とほとんど同一である（図　成，顔面の角度も異る（図11）。このデッサンは
10）一刻みつけるようにヘンで描かれた線は，明　　完成に近づいたフールデルの制作の過程を知る
らかに画家でなくて彫刻家の厳しい線であり，　　kで，力強いヴォリュームを描き出す彼の線の
鋳造されたブロンズの肌のLに加えられる仕L　特異な造形性の点で，またそのモニュメンタル
　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　な厳しさにおいて，ブールデルの数多いデッサ
警
K一　　　ンのうち，もっとも、腰なものの一．つである。
聖ヨハネx
「ll匠maitre　d’（puvreまたは創造者は，彼
の思想を大理石に，そして大理石を人間の苦悩
に移し，貸し！i・えるr創造者は，彼の手のうち
に，分訴と綜合を併せ持つが，それはまた積極
的な意味をもち，そのようにして彼は統合を打
ちたてるのだ。芸術とは世界を物質へと導く精
tツヘー気X術とは，一一一人の人IIU　a）　ti・に再創造された舗垂一 曾　　一一努　る燗にほカ’ならない・しかしそれ以一Lに・X”
11・勝利・中tt（部分）　　　　　　　　　　　　　　なのだ。芸術家は全体の感覚を持たねばならな
げのビュランを思わせるものがある。ブロンズ　い。われわれは，われわれに無縁なものをとり
の習作と比較してみると，眉毛や，額や頬，頭　　ヒげることはない。われわれは他人の顔をつく
などのモドゥレもほとんど同じといってよい。　　ることはできない。われわれの創り出すすべて
デッサンは最初鉛筆で描いたヒからブルーブラ　のものは，照らし出されたわれわ自身の顔なの
ックのインクでデッサンしたもので，右半分は　だ。一・つの顔をとりIiげ，それを視つめ，綜合
最終的なデッサンが行なわれていない。右側の　する，そのためには，魔術使たちの眼が必要だ。
編髪はまだ描かれていないで，この部分は鉛筆　　というのは秘された顔の覆いをとらなくてはな
の下描きのまま放置されている。ブロンズ習作　　らないからである。これなしには，あらゆる肖像
との違いは，唇がブロンズではいっそう開かれ　　は忌まわしい死骸にすぎない・」Antoine　Bour・
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delle，ρP，　c～‘．，　P．74，““Le　cr6ateur　ou　maitre　1924）を飾る装飾浮彫りの習作である（図12）。
d’eeuvre”これは，ブーノレデルがソノレポンヌで　彫刻芸術に現代の様式を’j・えたブールデルと，
学生のために行なった講演の一一・節で，数ヵ月後　　厳しい古典主義のEに現代建築の革新をなしと
のRevue　de　France　1921年10月15日号所載　　げたヘレとの協同制作は，すでに，ヘレの鉄筋
の文章が礎基になっている。校IEを見せられな　コンクリートによる最初の劇場である，シャン
かったブールデルは印刷されたものが，彼の思　ゼリゼ劇場（1911－1913）の成功いらいのもの
想を歪めているのに憤がいして切抜きに朱を入　である。装飾過剰な劇場に慣れたパリ市民にと
れたが，これと別にあったブールデノレの草稿や　　って，シャンゼリゼ劇場の単純で明快な構成は
ブールデルの意見を加えてGaston　Varenneが　強い衝撃をケえ，多くの人々がそのく冷たい裸
正しい文章に直したものである。講演の序章は　かのL場〉のような印象をくゲルマン風》でフ
〈鷲Paigle＞，っついて’芸術における物質と　　ランスの伝統を破壊するものとして批難した。
精神〉があり，ここに引川したく創造者または
工匠〉の部分は結論にあたる．なおこの結論の
前に，ブーノレデルはフランスの聖堂の工匠たち，
彫刻家たちについて触れている．
このデッサンは明らかにこの精神から生まれた
ものであって，鉄筋コンクリート：Ll法による現
代建築の創始者オーギュスト・ペレ（1874－
1954）の，鉄筋コンクリートによる最初の教会建
築，パリ郊外のル・レンシイの聖Ps’i教会（1923一
tt．・／／1・illlttt
12．聖ヨハネ習作デッサン　　　　　　　　　　　　　　　　13．ル・レンシイ聖母教会立面図
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ル・レンシイ教会もまた簡素で力強い構成をも　のく聖ヨハネ“のデッサンには，柔軟で新鮮な，
つ（図13）。幅員19．5m，奥行き53m，鐘塔の　　モデルを前にした，いわば初発的なものが感じ
高さ43mのこの教会は，質素さのうちに精神的　　られる。．弓をひくヘラクレス》の頭部のフロフ
な豊かさを湛え，現代の宗教にふさわしい表現　　イルとも共通するものがあるが（図14），筆者の
を与・えることに成功している。この小さな町の　推測ではモデノレはブールデル夫人ではないだろ
教会は，一・年の短いll期で，しかも法外に安い　　うか。マルセイユのオヘラ劇場のための装飾浮
経費しか許されず，教会を建てるのが夢だった　彫り　アフロディットまたは美の誕生シ（1924）
ヘレは，その報酬のすべてをこれに注ぎ込み，　　の右一L方に，ブールデノレは自分じしんと夫入の
またこれに協力した作家たちは無報酬で働いたc　二人の姿を刻みこんだ（図15）。彼の弟子だった
予算の不足から，コンクリートは打放しのまま　墜ぎ∵て婁ξ一一：｝馨舜『驚一一：・
となったが，これが新しい現代建築のスタイル　　」轍毒苧義　ピ㌔一、一～三二壁
抽象的な厳しさを示しているのにくらべて，こ　tt－一箋藷｝一態」』一島
　　　　　　　　　，，轟取常　　　　　　　　　　15．アフロディット、または美の誕生（部分）
　　　・．　　　・一　　　　　　　一ご　　　属　ぐした状態で描いたとも考えられよう。まさし
　　　　　　　　　一　軍臨ぎ　　　　］y　くわれわれの創り出すすべてのものは，照らし
　’　。r　国零饗轟箋帯出されたわ2、われ自身の顔〉にほかならなL・
14．弓をひくヘラクレス、頭部習作
